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第
24
回
参
院
選
が
公
示
さ
れ
た
。「
政

治
に
無
関
心
で
も
無
関
係
で
は
い
ら
れ

な
い
」
こ
の
言
葉
は
全
組
合
員
の
心
に

は
響
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
日
常
の
仕
事
や
生
活
の
す
べ
て
が

政
治
の
場
で
決
ま
る
。
誰
一
人
、
政
治

と
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
い
の
だ
。
も

う
「
や
ら
な
い
理
由
」
を
並
べ
て
い
る

場
合
で
は
な
い
。
地
方
自
治
・
平
和
の

危
機
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
だ
。
私
た

ち
自
身
の
た
め
に
、
自
治
労
組
織
内
候

補
『
え
さ
き
』
を
浸
透
さ
せ
、
悔
い
の

な
い
た
た
か
い
を
し
よ
う
。
何
が
何
で

も
『
え
さ
き
・
徳
永
』
の
徹
底
だ
！

北海道選挙区『徳永エリ』候補＝６月22日、札幌市・道庁赤レンガ前

自治労組織内・全国比例区『えさきたかし』候補＝６月22日、東京都・自治労会館前

が第一声えさき 徳永

挙
区
『
徳
永
エ
リ
』
の
圧
倒

的
勝
利
が
最
低
限
の
条
件
だ
。

　

全
組
合
員
が
厳
し
い
情
勢

と
参
院
選
の
争
点
を
認
識

し
、
家
族
、
知
友
人
へ
『
最

低
３
回
の
声
掛
け
』
を
実
践

し
、『
え
さ
き
・
徳
永
』
の
圧

倒
的
勝
利
に
む
け
、
総
力
を

あ
げ
て
取
り
組
も
う
。

本
・
子
ど
も
た
ち
・
孫
た
ち

の
未
来
は
託
せ
な
い
。
安
倍

政
権
に
Ｎ
Ｏ
を
突
き
つ
け
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

今
参
院
選
最
大
の
争
点

は
、『
暴
走
す
る
安
倍
政
権
に

Ｎ
Ｏ
を
突
き
つ
け
る
』
こ

と
だ
。
参
議
院
で
与
党
と
改

憲
勢
力
に
３
分
の
２
以
上
の

議
席
を
与
え
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
憲
法
改
正
を
許
す
こ

と
に
な
る
。
平
和
と
民
主
主

義
を
取
り
戻
し
、『
弱
者
・
地

方
切
り
捨
て
の
政
治
』
か
ら

『
国
民
が
主
役
の
当
た
り
前

の
政
治
』
を
取
り
戻
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
自
治
労

組
織
内
・
全
国
比
例
区
『
え

さ
き
た
か
し
』、
北
海
道
選

も
に
、
地
方
自
治
を
守
り
、

将
来
に
希
望
を
持
て
る
よ
う

な
、
日
本
の
政
治
を
必
ず
つ

く
る
。
全
身
全
霊
を
か
け
て

勝
利
し
、
安
倍
政
権
を
た
お

す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

一
方
、
北
海
道
選
挙
区
・

徳
永
候
補
は
、
道
庁
赤
レ
ン

ガ
前
で
第
一
声
を
あ
げ
、

「
『
安
倍
政
権
に
未
来
を
託

し
て
い
い
の
か
』
そ
の
意
思

表
示
を
す
る
の
が
今
回
の
選

挙
だ
。
必
ず
投
票
に
行
っ
て

ほ
し
い
。
安
倍
政
権
に
日

　

第
24
回
参
議
院
議
員
選
挙

が
公
示
さ
れ
た
６
月
22
日
、

全
国
比
例
区
・
自
治
労
組
織

内
候
補
『
え
さ
き
た
か
し
』

と
北
海
道
選
挙
区
候
補
『
徳

永
エ
リ
』
は
、
18
日
間
の
選

挙
戦
に
突
入
し
た
。

　

え
さ
き
候
補
は
、
東
京

都
・
自
治
労
会
館
前
で
行
わ

れ
た
第
一
声
で
、「
安
倍
独
裁

政
治
か
ら
、『
国
民
の
た
め
の

政
治
』
に
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
全
国
を
駆
け
回
り
、

自
治
労
の
多
く
の
仲
間
と
と

　

６
月
22
日
（
水
）、
第
24
回
参
議

院
議
員
選
挙
が
公
示
さ
れ
た
。『
暴
走

す
る
安
倍
政
権
に
Ｎ
Ｏ
を
つ
き
つ
け

る
か
否
か
』『
地
方
自
治
を
守
れ
る
か

否
か
』
が
問
わ
れ
る
重
要
な
政
治
決

戦
だ
。
道
本
部
が
推
せ
ん
す
る
、
全

国
比
例
区
・
自
治
労
組
織
内
候
補

『
え
さ
き
た
か
し
』、
北
海
道
選
挙

区
候
補
『
徳
永
エ
リ
』
が
そ
れ
ぞ
れ

第
一
声
を
あ
げ
た
。
両
候
補
の
圧
倒

的
勝
利
に
む
け
、
組
織
の
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
も
う
。

投票日の前日

まで期日前投票

毎日が投票日

７
９（土）

第
24
回
参
議
院
議
員
選
挙
・
公
示

暴
走
す
る
安
倍
政
権
に
Ｎ
Ｏ

【７月９日㈯】
　徳永エリ・街頭大演説会
　（札幌市/18：30～すすきのラウンドワン前）
　徳永エリ・最終街頭演説
　（札幌市/19：40 ～昭和ビル前）
【７月10日㈰】
　第24回参議院議員選挙投・開票日

自
治
労
組
織
内

全
国
比
例
区

選

挙

区

地方自治を守る

『
檄
』　
　
　
　
　

　

本
日
、
第
24
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
公
示
さ
れ
、
18
日
間
の
選
挙
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

今
回
の
参
院
選
は
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
ず
、
戦
後
最
大
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
民
主
主
義
を
安

倍
一
強
政
治
か
ら
取
り
戻
す
た
た
か
い
で
あ
る
。

　

安
倍
政
権
は
、
前
回
の
総
選
挙
と
同
様
に
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
が
最
大
の
争
点
と
し

て
い
る
が
、
ま
っ
た
く
の
ま
や
か
し
で
あ
る
。
選
挙
戦
の
度
に
「
争
点
隠
し
」
を
繰
り
返
し
、
特

定
秘
密
保
護
法
の
強
行
採
決
を
皮
切
り
に
、
労
働
者
派
遣
法
の
改
悪
、
そ
し
て
安
全
保
障
関
連
法

の
強
行
採
決
な
ど
、
国
民
多
数
が
反
対
し
て
い
た
政
策
を
次
々
と
強
行
し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
の
現
場
に
お
い
て
も
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
」
や
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」
を

押
し
付
け
、
交
付
税
制
度
を
悪
用
し
国
が
地
方
自
治
体
へ
の
支
配
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
消
費
増
税
再
延
長
で
不
足
す
る
社
会
保
障
費
を
公
務
員
人
件
費
削
減
で
捻
出
す
る
危
険
性

も
は
ら
ん
で
い
る
。

　

私
た
ち
は
、
安
倍
政
権
に
よ
る
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
、
地
方
自
治
そ
し
て
日
本
国
憲
法
の
破
壊

を
決
し
て
許
さ
ず
、
働
く
も
の
・
生
活
者
の
た
め
の
安
全
・
安
心
な
社
会
の
実
現
に
む
け
て
、
国
民

の
声
が
反
映
で
き
る
緊
張
感
あ
る
健
全
な
国
会
運
営
を
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
参
院
選
に
お
い
て
、「
民
進
党
」
を
中
心
と
す
る
中
道
・
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
を
大
幅

に
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
治
労
は
組
織
内
「
え
さ
き 

た
か
し
」
の
再
選
を
勝
ち
取
る
こ

と
は
無
論
で
あ
る
が
、
圧
倒
的
な
勝
利
に
よ
り
自
治
労
の
組
織
力
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

北
海
道
選
挙
区
は
、
今
回
の
選
挙
か
ら
1
議
席
増
の
定
数
３
と
な
り
、
有
力
５
候
補
で
議
席
を

争
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
非
常
に
厳
し
い
選
挙
戦
で
あ
る
が
、
自
治
労
北
海
道
本
部
は
推
薦
す

る
選
挙
区
「
徳
永 

エ
リ
」
の
勝
利
、
さ
ら
に
は
比
例
区
自
治
労
の
代
表
で
あ
る
「
え
さ
き 

た
か

し
」
の
圧
倒
的
勝
利
に
む
け
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
最
後
ま
で
粘

り
強
く
た
た
か
い
抜
こ
う
。

　

２
０
１
６
年
６
月
22
日

自
治
労
北
海
道
本
部

執
行
委
員
長　

大
出　

彰
良

全日本自治団体労働組合
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労
組
の
関
与
で『
公
務
災
害
ゼ
ロ
』

　

我
が
家
の
娘

は
こ
の
夏
の
参

院
選
で
、
人
生

初
の
投
票
を
す

る
。
彼
女
が
初

め
て
政
治
に
関

わ
っ
た
の
は
５

歳
頃
。
あ
る
国

政
選
挙
の
街
頭
演
説
会
に
私

が
連
れ
て
行
っ
た
。
演
説
後
、

候
補
者
は
集
ま
っ
た
人
と

次
々
に
握
手
を
交
わ
し
、
娘

も
小
さ
な
手
を
差
し
出
し
握

手
を
し
た
。
候
補
者
は
「
お

嬢
ち
ゃ
ん
応
援
あ
り
が
と

う
」。
娘
は
興
奮
し
「
偉
い
人

な
ん
で
し
ょ
？
」
と
笑
顔
だ

っ
た
。
数
年
が
経
ち
、
娘
が

小
学
校
で
友
達
に
「
○
○
さ

ん
と
握
手
し
た
」
と
自
慢
げ

に
言
っ
た
が
、「
知
ら
な
い

よ
」
と
、
言
わ
れ
た
ら
し
い
。

無
理
も
な
い
。
相
手
は
小
学

生
。
そ
ん
な
彼
女
も
20
歳
に

な
っ
た
。
棄
権
せ
ず
、
自
分

の
考
え
で
候
補
者
を
選
ん
で

ほ
し
い
。
最
近
の
若
者
は
政

治
に
関
心
が
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
関
心
が
薄
れ
て

い
る
の
は
親
の
方
で
は
な
い

の
か
？
家
で
政
治
の
会
話
が

あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
考
え
が

子
ど
も
に
芽
生
え
る
は
ず
。

　

政
治
に
少
し
で
も
関
心
を

持
つ
よ
う
な
き
っ
か
け
を
与

え
る
の
も
、
親
の
重
要
な
責

務
だ
。
娘
は
今
で
も
、
あ
の

と
き
の
握
手
と
候
補
者
の
名

前
を
覚
え
て
い
る
。

�

（
高
久
保
雅
子
）

忙中余話

新役員のみなさん。1年間の方針を決定し、学習を深めた＝６月18日、自治労会館

石狩地本組織集会後に行われた「労働安全衛生学習会」。43
人が参加した＝６月17日、札幌市・青年会館

北海道勤労者安全衛生セ
ンター・松浦事務局長

処遇
改善
「
政
治
の
力
」が
不
可
欠

原
因
に
な
っ
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

　

さ
ら
に
、「
職
場
の
安
全
衛

生
に
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
実
施
、
労
働
組
合
の
関

与
が
重
要
だ
。『
安
全
配
慮
義

務
違
反
』
で
労
働
組
合
も
そ

の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
も

認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
産
業
医
の
存
在
も
大
き

く
、
労
組
と
し
て
、
積
極
的

に
関
与
し
て
い
く
こ
と
で
、

公
務
災
害
ゼ
ロ
に
つ
な
が

る
」
と
強
調
し
た
。

務
局
長
が
講
演
し
た
。

　

松
浦
事
務
局
長
は
、
労
働

安
全
衛
生
の
歴
史
に
触
れ
、

「
１
９
４
７
年
に
労
働
安
全

衛
生
法
が
施
行
さ
れ
て
、
労

災
に
よ
る
死
亡
者
が
激
減
し

て
き
た
が
、
北
海
道
で
は
全

国
平
均
と
比
較
し
て
３
倍
の

差
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
う

え
で
、「
最
近
の
公
務
災
害
で

は
、
現
場
力
の
低
下
に
よ
る

『
危
険
感
性
の
低
下
』
が
大

き
く
、
熟
練
労
働
者
の
不
足

や
人
員
削
減
な
ど
が
大
き
な

　

石
狩
地
方
本
部
は
、
６
月

17
日
、
札
幌
市
・
青
年
会
館

で
「
労
働
安
全
衛
生
学
習

会
」
を
開
い
た
。

　

「
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
を
改
善
す
る
た
め
に
」
と

題
し
て
、
北
海
道
勤
労
者
安

全
衛
生
セ
ン
タ
ー
・
松
浦
事

や
単
組
の
現
状
な
ど
意
見
交

換
を
は
か
っ
た
。

【
新
役
員
体
制
】

議
長
・
増
田
光
子
（
札
幌
病

職
労
）、副
議
長
・
佐
藤
る
み

子
（
札
幌
市
労
）、中
谷
公
子

（
く
し
ろ
児
童
厚
生
ユ
ニ
オ

ン
）、事
務
局
長
・
松
本
敦
子

（
道
本
部
）

に
』
の
原
点
を
意
識
し
よ

う
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、「
常

に
組
織
強
化
を
意
識
し
、『
み

ん
な
で
討
議
・
決
定
・
行

動
・
学
習
』
す
る
こ
と
が
大

事
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

そ
の
後
、
分
散
会
を
行
い
、

今
後
の
取
り
組
み
方
に
つ
い

て
交
流
を
深
め
、
職
場
実
態

法
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

を
学
習
す
べ
き
で
あ
る
。
団

結
権
の
『
権
』
は
た
た
か
う

た
め
の
『
剣
』
で
あ
る
。
今

日
の
労
働
組
合
は
課
題
も
多

い
が
、
助
け
合
い
、
支
え
合

う
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
。『
一
人
は
み
ん
な
の
た
め

に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め

を
開
き
、
18
単
組
・
総
支
部

62
人
が
参
加
し
た
。

　

「
総
会
」
で
は
、
増
田
議
長

が
「
私
た
ち
の
処
遇
を
改
善

す
る
に
は
、
法
改
正
・
法
整

備
が
必
要
で
あ
り
、『
政
治
の

力
』
が
不
可
欠
だ
。
７
月
の

参
院
選
で
、
総
力
を
あ
げ
て

自
治
労
組
織
内
『
え
さ
き
た

か
し
』
さ
ん
を
再
び
国
会
へ

送
り
出
そ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

そ
の
後
、
活
動
方
針
と
新

役
員
体
制
を
全
会
一
致
で
確

認
し
た
。

　

引
き
続
き
、
開
催
し
た

「
全
道
交
流
集
会
」
で
は
、

道
本
部
組
織
強
化
・
拡
大
推

進
室
・
松
岡
次
長
が
「
ひ
と

の
た
め
に
生
き
よ
う
！
団
結

へ
の
道
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　

松
岡
次
長
は
、「
労
働
者
は

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

６
月
18
日
、
自
治
労
会
館
で

「
総
会
兼
全
道
交
流
集
会
」

　

自
治
労
北
海
道
臨
時
・
非

常
勤
等
職
員
連
絡
会
議
は
、

７
月
は「
労
働
安
全
衛
生
月
間
」

全道庁労連書記を
募集しています！
応募方法は、全道庁労連HPを
ご覧ください

URL⇒http://www.zendocho.or.jp/

〔応募期間〕

2016年８月１日（月）
　～８月15日（月）必着
☆お問い合わせは全道庁労連本部
　〔財政部〕まで⇒011-756-8121

　

参
院
選
が
公
示
さ
れ
た
。

選
挙
の
争
点
は
、
安
倍
政
権

の
退
陣
だ
け
で
は
な
く
、
市

場
原
理
主
義
に
持
ち
こ
も
う

と
す
る
、
経
済
界
、
学
者
、

政
治
家
と
の
た
た
か
い
で
も

あ
る
。『
第
二
の
安
倍
』
が

い
つ
出
て
く
る
か
も
分
か
ら

な
い
。
だ
か
ら
、
た
た
か
い

続
け
て
勝
利
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

参
院
選
の
結
果
次
第
で
、

私
た
ち
の
未
来
、
子
ど
も
た

ち
の
未
来
、高
齢
者
の
未
来
、

地
方
の
未
来
が
脅
か
さ
れ
る

危
機
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
絶

対
に
勝
つ
し
か
な
い
の
だ
。

そ
の
中
心
に
自
治
労
の
未
来

も
あ
る
。

　

何
と
し
て
も
勝
利
し
て
、

安
倍
政
権
を
た
た
き
つ
ぶ
す

し
か
、
私
た
ち
の
未
来
は
つ

く
れ
な
い
。

（
６
月
23
日
、
島
根
に
て
）

絶対に勝つしかない！

㊲
えさきさんの
� 国会だより

元
気
よ
く
、
全
国
遊
説
に
出
発
す

る
「
え
さ
き
参
議
」
＝
６
月
22
日

参議院比例区

●比例代表選挙の投票
　�　選挙区選挙は『候補者名』を記載しますが、比例代表選
挙は『政党名』または『候補者名』を記載して投票するこ
とができます。

●比例代表選挙の開票
　�　『候補者名の得票』と『政党名の得票』の合計で各政党
の獲得議席の数が決まります。

●当選の決定
　�　各政党に配分された獲得議席の数に応じて、『候補者名』
の得票数の最も多い候補者から、順次当選人が決まります。

●つまり…
　　『候補者名の得票』は、
　①�『政党の総得票数を増やし、政党の獲得議席数増』につ

ながる
　②�『政党内の候補者の順位を押し上げ、当選に近づく』と

いうことになります。

候補者名の投票は
政党名の投票の２倍の効果

“有効
”

候補者名が


